
２．底生生物・魚類調査

2.1 調査項目

底生生物等の生息状況調査(1)

①魚介類、底生生物（大型）

②マクロベントス(小型)

③陸水生物

2.2 調査時期

平成17年８月16日、21日～24日

2.3 調査範囲

調査範囲を図2-1に示す、３ライン調査及び泡瀬第１雨水幹線である。

図2-1 底生生物・魚類調査地点図

2.4 調査方法

①魚介類、底生生物(大型)調査

a)生息状況

生息状況、比屋根湿地全域をマングローブ域、干潟域、水路周辺、ヨシ原、

石積み護岸周辺、その他の6つの環境に区分し、それぞれの環境において生物の

生息状況調査を行った。調査は、干潮時に踏査を行い目視観察を行った。この

時、必要に応じてタモ網、投網、スコップによる捕獲も行い、確認された種と

個体数を記録した。生物の個体数については、CR法により概略的な把握を行っ

た。CR法の記号は既往調査に準じて、以下の通りとする。

CR法で用いた記号

G:1000個体以上

m:100～1000個体未満

c:20～100個体未満

+:5-20個体未満

r:5個体未満

投網による捕獲では、水深の浅い箇所や瀬にいる魚類の捕獲を目的に実施し

た。網打ちは、歩きながら網を打つ「徒打ち」を基本とし、水路において10回

。 、 、 、以上行った なお タモ網による捕獲を行う場所では 投網の調査を先に行い

タモ網による調査の影響を受けない様に配慮した。

タモ網による捕獲では、石の下にいるハゼ類等の底生魚や甲殻類を捕獲する

ことを目的に実施した。

スコップによる捕獲は干潟やマングローブ内で行い、底質内の貝類や甲殻類

を捕獲することを目的に実施した。

これらの調査においては、現地にて同定可能な種については、可能な限りそ

の場で記録を行い採集を控えるよう努めた。現場での同定が困難な種について

は、10％ホルマリンで固定を行い、室内に持ち帰り同定を行った。

b)ライン調査(ベルトトランセクト法)

比屋根湿地および周辺海岸の6ラインにおいて測線を設定し、この測線の両側

約1ｍの範囲について生物の目視観察を行った(ベルトトランセクト法)。また、

各ライン上で等間隔(10m毎)に採集地点を設け、生物の採集を行い、各採集地点

での定量的なデータも得た。調査はﾒｼﾞｬｰ等を利用し、比屋根湿地と周辺海岸の

（ 、 ） 、 。生物の生息状況 個体数 密度 の他 代表的な出現種等も合わせて図示した
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c)トラップ採集

満潮時にカニカゴ，フィッシャーキラー、刺網等のトラップを設置した。カ

ニカゴは、比屋根湿地内に5個以上設置し、餌に冷凍サンマを用い、日没前に設

置して翌朝回収した。フィッシャーキラーは、湿地内の水路において5個以上設

置し、餌として練り餌を用いた。設置後は約2時間後に中に入った生物を回収し

た。回収後、捕獲した生物の種数、個体数を記録した。刺網は比屋根湿地南側

のカルバート近くにおいて、夕方に設置し翌朝に回収した。

②マクロベントス(小型)

底生生物は、コドラート(30cm×30cm方形枠)内の底質を直接採取して試料と

した。採取した試料はホルマリンで固定した後、持ち帰り、試験室で1mm網目の

篩にかけ、篩上に残った生物を顕微鏡により同定・計測し、出現生物の総湿重

量を計測した。

③陸水生物

比屋根第2雨水幹線および泡瀬第1雨水幹線において目視観察、採集、トラッ

プ調査を行った。目視観察は水路脇を踏査し目視にて生物を確認した。採集は

タモ網等を用いて採集を行った。トラップ調査はカニカゴおよびフィッシャー

キラーを各5個ずつ設置した。カニカゴは、水路内に3個以上設置し、餌に冷凍

サンマを用い、日没前に設置して翌朝回収した。フィッシャーキラーは、水路

において3個以上設置し、餌として練り餌を用いた。設置後は約2時間後に中に

入った生物を回収した。回収後、捕獲した生物の種数、個体数を記録した。

2.5 調査結果

(1)調査結果概要

①魚介類、底生生物（大型）

県総合運動公園前の塩性湿地である においては、陸水性の生物であるトンボL-4
類、ゲンゴロウ類、カダヤシ等の他に汽水性の生物であるフトヘナタリ、アミメノ

コギリガザミなど、貝類 種、甲殻類 種、昆虫類 種、魚類 種の合計 種が確5 5 8 3 21
認されている。

比屋根湿地前の干潟である においては、地盤の高い石組みの護岸部でクビキL-5
レガイ、オカミミガイ科、タマキビガイ科などが、底質が砂泥な干潟部でウミニナ

類、フタハオサガニ、シオマネキ類、トカゲハゼ、オキシジミの他、所々に存在す

る転石下にシマベッコウバイ、イガイ科、ガザミ科などが出現していた。また、水

、 、 、 、 、路部においては ボラ科 ドロクイ ミナミクロダイ等の魚類が出現し 貝類 種45
甲殻類 種、魚類 種、その他 種の 種が確認されている。26 16 2 89

旧塩田前干潟である においては、テトラポット周辺で、アマオブネガイ科、L-6
タマキビガイ科などが、底質が砂礫な干潟部でヤドカリ科、ガザミ科、アクキガイ

科アラスジケマンガイなどが出現しており、貝類 種、甲殻類 種の合計 種が32 23 55
確認されている（表 、表 参照 。2-1 2-2 ）

②マクロベントス(小型)

県総合運動公園前の塩性湿地内にある調査地点 において確認されたマクロベンN
トスは、ﾈｼﾞﾋﾀﾞｶﾜﾆﾅの１種であった（表 、表 参照 。2-1 2-2 ）

③陸水生物

泡瀬第一雨水幹線においては、雨水幹線の出口周辺でスナガニ科、ベンケイガニ

科、サバヒー、ボラ科が出現し、雨水幹線内でオカミミガイ科、モクズガニ科、ミ

4ナミオカガニ カワスズメが出現し 汽水性生物が殆どであった 出現種は 貝類、 、 。 、

種、甲殻類 種、魚類 種の合計 種であった（表 参照 。8 4 16 2-3 ）

周辺海岸域及び雨水幹線での調査において確認された貴重種は、貝類 種、甲殻14
類 種、魚類 種の合計 種が確認された。5 2 21

貴重種が最も多く出現したラインはＬ－ ( 種)であり、トカゲハゼを始めとし5 16
て、イチョウシラトリやオキシジミなど、砂泥質の底質を好む生物が多く見られた

（表 参照 。貴重種が最も少なかったのは、泡瀬第一雨水幹線であり、タイワン2-4 ）

ヒライソガニのみが確認された （表 参照 。。 ）2-5
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表2-1 周辺海岸域で確認された種一覧（その1）

番号 門 綱 目 科 種名 学名
L-4

（魚介類・
大型）

L-5
（魚介類・

大型）

L-6
（魚介類・

大型）

Ｎ
（底生生
物小型）

1 腔腸動物 花虫 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ｾﾄﾓﾉｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ ﾏｷｶﾞｲｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Paranthus sociatus 　 ● 　 　

2 星口動物 ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ － ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ綱 Phascolosomatidea       　 ● 　 　
3 軟体動物 腹足 原始腹足 ﾆｼｷｳｽﾞｶﾞｲ ｵｷﾅﾜｲｼﾀﾞﾀﾐｶﾞｲ Monodonta labio 　 ● 　 　
4 ｻｻﾞｴ ｶﾝｷﾞｸ Lunella coronata granurata 　 ● ● 　

5 ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ Nerita albicilla 　 ● ● 　

6 ﾘｭｳｷｭｳｱﾏｶﾞｲ Nerita insculpta 　 ● 　 　
7 ﾋﾒｲｼﾀﾞﾀﾐｱﾏｵﾌﾞﾈ Nerita helicinoides tristis 　 ● 　 　
8 ｷﾊﾞｱﾏｶﾞｲ Nerita plicata 　 ● ● 　
9 ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ Nerita squamulata 　 ● ● 　
10 ｺｼﾀﾞｶｱﾏｶﾞｲ Nerita striata 　 ● 　 　
11 中腹足 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ｺｳﾀﾞｶﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria pintado 　 　 ● 　
12 ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria intermedia 　 ● ●
13 ﾎｿｽｼﾞｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria undulata 　 ● ● 　
14 ﾃﾘﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria coccinea 　 ● 　 　
15 ｲﾎﾞﾀﾏｷﾋﾞ Nodilittorina trochoides 　 ● 　 　
16 ﾀｲﾜﾝﾀﾏｷﾋﾞ Nodilittorina vidua 　 ● ● 　
17 ｺﾞﾏﾌﾆﾅ ｺﾞﾏﾌﾆﾅ Planaxis sulcatus 　 ● 　 　
18 ｳﾐﾆﾅ ﾎｿｳﾐﾆﾅ Batillaria cumingii 　 　 ● 　
19 ﾘｭｳｷｭｳｳﾐﾆﾅ Batillaria fectosiphonata 　 ● 　 　
20 ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis 　 ● ● 　

21 ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ ﾈｼﾞﾋﾞﾀｶﾜﾆﾅ Thiara riqueti ● 　 　 ●

22 ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ Thiara granifera ● 　 　 　
23 ﾀｲﾜﾝｶﾜﾆﾅ Thiara tuberculata formosana ● 　 　
24 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ(ｲﾄｶｹﾍﾅﾀﾘ) Cerithidea rhizophorarum ● 　 　
25 ﾍﾅﾀﾘ Cerithidea cingulata 　 ● 　
26 ｶﾜｱｲ Cerithidea djadjariensis 　 ● 　
27 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ ｳﾐﾆﾅｶﾆﾓﾘ(ｲﾜｶﾆﾓﾘ) Clypeomorus batillariaeformis 　 　 ●
28 ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ(ｶｽﾘｶﾆﾓﾘ，ｱﾗﾚｶﾆﾓﾘ) Clypeomorus bifasciata 　 ● ●
29 ｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ Clypeomorus petrosa 　 ● 　
30 ﾁｭｳｸﾜﾉﾐｶﾆﾓﾘ Cerithinm traillii 　 　 ●
31 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴ Cerithinm coralinm 　 ● 　
32 ﾀﾏｶﾞｲ ﾎｳｼｭﾉﾀﾏ Natica gualtieriana 　 ● ●
33 ｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ ｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲ Truncatella guerinii 　 ● 　
34 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ｳﾈｼﾛﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ Morula anaxeres 　 　 ●
35 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ Morula granulata 　 　 ●
36 ﾖｳﾗｸﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ Muricodrupa fiscella 　 　 ●
37 ﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼﾓﾄﾞｷ Muricodrupa fusca 　 　 ●
38 ﾑｼﾛｶﾞｲ ｲﾎﾞﾖﾌﾊﾞｲ Nassarius coronatus 　 ● 　
39 ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛ Pliarcularia bellula 　 ● ●

40 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ Niotha nodifer 　 ● 　
41 ｴｿﾞﾊﾞｲ ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ Japeuthria cingulata 　 ● ●
42 収眼 ｲｿｱﾜﾓﾁ ｲｿｱﾜﾓﾁ Peronia verruculata 　 ● ●
43 基眼 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ｽｼﾞﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus fasciatus 　 ● 　

44 ﾂﾔﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus flavus 　 ● 　

45 ﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus nuxeastaneus 　 ● 　

46 ﾎｿﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus taeniolatus 　 ● 　
47 二枚貝 ﾌﾈｶﾞｲ ﾌﾈｶﾞｲ ﾍﾞﾆｴｶﾞｲ Barbatia bicolor 　 ● 　
48 ｶﾘｶﾞﾈｴｶﾞｲ Barbatia virescens 　 ● ●
49 ｸﾛﾐﾉｴｶﾞｲ Barbatia cruciata 　 　 ●
50 ｻｶﾏｷｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ Physa acuta ● 　 　
51 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Hormomya mutabilis 　 ● 　
52 ﾘｭｳｷｭｳﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ Modiolus auriculatus 　 ● ●
53 ﾏｸｶﾞｲ ｶｲｼｱｵﾘ Isognomon pernum 　 　 ●
54 ｶｷ ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ ｵﾊｸﾞﾛｶﾞｷ属 Saccostrea mordax 　 ● 　
55 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾂｷｶﾞｲ ｳﾒﾉﾊﾅｶﾞｲ Pillucina pisidium 　 ● 　
56 ﾊﾞｶｶﾞｲ ﾀﾏﾏｷｶﾞｲ Mactra cuneata 　 ● 　
57 ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ ﾘｭｳｷｭｳﾅﾐﾉｺ Latona faba 　 　 ●
58 ﾆｯｺｳｶﾞｲ ﾄｶﾞﾘﾕｳｼｵｶﾞｲ Moerella culter 　 ● 　
59 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘ Pistris capsoides 　 ● 　
60 ｱｻｼﾞｶﾞｲ ｻﾒｻﾞﾗｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Semale carnicolor 　 　 ●
61 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾎｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ Gafrarium pectinatum 　 　 ●
62 ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ Gafrarium tumidum 　 ● ●
63 ｲｵｳﾊﾏｸﾞﾘ Pitar sulfreum 　 ● 　
64 ﾋﾒｱｻﾘ Ruditapes variegatus 　 　 ●
65 ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ Katelysia hiantina 　 　 ●
66 ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina sinensis 　 ● 　
67 ｲﾜﾎﾘｶﾞｲ ﾇﾉｾﾐｱｻﾘ Claudiconcha monstrosa 　 ● ●
68 節足動物 顎脚 無柄 ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾐﾅﾐｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ Tetraclita squamosa 　 　 ●
69 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus albicostatus 　 ● ●
70 ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ Balanus amphitrite 　 ● 　

71 等脚 ﾌﾅﾑｼ ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ Ligidium ryukyuense ● ● ●

表2-2 周辺海岸域で確認された種一覧（その2）

番号 門 綱 目 科 種名 学名
L-4

（魚介類・
大型）

L-5
（魚介類・

大型）

L-6
（魚介類・

大型）

Ｎ
（底生生
物小型）

72 節足動物 軟甲 口脚 ｼｬｺ ｼｬｺ属 Oratosquolla sp. 　 ● 　

73 十脚 ｸﾙﾏｴﾋﾞ ﾌﾄﾐｿﾞｴﾋﾞ Panaeus latisulcatus 　 　 ●
74 － Penaeidae 　 ● 　
75 ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ ﾃｯﾎﾟｳｴﾋﾞ属 Alpheus　 sp. 　 ● 　
76 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ｽﾅﾓｸﾞﾘ属 Callianassa sp. 　 ● 　
77 ﾔﾄﾞｶﾘ ｻﾝｺﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ Clibanarius corallinus 　 　 ●
78 ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｻﾐ Clibanarius humilis 　 　 ●
79 ｲﾓｶﾞｲﾖｺﾊﾞｻﾐ Clibanarius eurysternus 　 　 ●
80 ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ Clibanarius longitarsus 　 ● 　
81 ﾀﾃｼﾞﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ(ｱｶｼﾏﾖｺﾊﾞｻﾐ) Clibanarius striolatus 　 　 ●

82 ﾖｺﾊﾞｻﾐ属 Clibanarius sp. 　 ● 　

83 ｽﾍﾞｽﾍﾞｻﾝｺﾞﾔﾄﾞｶﾘ Calcinus laevimanus 　 　 ●
84 ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita rugosus ● ●
85 ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita purpureus ●
86 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ ｵｷﾅﾜﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ Pagurus hirtimanus 　 　 ●

87 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ属 Pagurus sp. 　 ● 　

88 ﾔﾜﾗｶﾞﾆ ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ Neorhychoplax okinawaensis 　 ● 　
89 ｶﾞｻﾞﾐ ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ Portunus pelagicus 　 ● ●
90 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ Thalamita crenata 　 ● ●
91 ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ Thalamita danae 　 ● ●
92 ﾌﾀﾊﾞﾍﾞﾆﾂｹﾓﾄﾞｷ Thalamita admete 　 　 ●
93 ﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ Thalamita prymna 　 ● ●
94 ｱﾐﾒﾉｺｷﾞﾘｶﾞｻﾞﾐ Scylla serrata ●
95 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ ｽｴﾋﾛｲﾎﾞﾃｶﾞﾆ Actumnus setifer 　 　 ●
96 ｵｳｷﾞｶﾞﾆ Leptpdius exaratus 　 ● ●
97 ﾄﾗﾉｵｶﾞﾆﾀﾞﾏｼ Parapilumnus trispinosus 　 　 ●
98 － Xanthidae 　 ● 　
99 ｵｶｶﾞﾆ ﾐﾅﾐｵｶｶﾞﾆ Cardisoma carnifex ● 　 　
100 ｲﾜｶﾞﾆ ﾊｼﾘｲﾜｶﾞﾆ Metopograpsus messor 　 ● 　
101 ﾋﾒｲﾜｶﾞﾆ Pachygrapsus minutus 　 　 ●
102 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Gaetice depressus 　 　 ●
103 ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Gaetice ungulatus 　 　 ●
104 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Mictyris brevidactylus 　 ● ●
105 ｽﾅｶﾞﾆ ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus convexus 　 ● 　
106 ﾋﾒﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus banzai 　 ● 　
107 ﾋﾒｶｸｵｻｶﾞﾆ Macrophthalmus bosci 　 ● 　
108 ﾑﾂﾊｱﾘｱｹｶﾞﾆ Camptandrium sexdentatum 　 ● 　
109 ｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Scopimera globosa 　 　 ●
110 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ Uca perplexa 　 ● 　
111 ﾋﾒｼｵﾏﾈｷ Uca vocans 　 ● 　
112 昆虫 ﾄﾝﾎﾞ ﾄﾝﾎﾞ ﾀｲﾘｸｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ Crocothemis servilia servilia ● 　 　
113 ﾊﾗﾎﾞｿﾄﾝﾎﾞ Orthetrum sabina sabina ● 　 　
114 ｱﾒｲﾛﾄﾝﾎﾞ Tholymis tillarga ● 　 　
115 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｱｵﾓﾝｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ischnura senegalensis ● 　 　
116 ｺｳﾁｭｳ ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｺﾏﾙｹｼｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Hydrovatus acuminatus ● 　 　
117 － Dytiscidae ● 　 　
118 ｶﾞﾑｼ ﾋﾒｶﾞﾑｼ Sternolophus rufipes ● 　 　
119 － Hydrophilidae ● 　 　
120 脊椎動物 硬骨魚 ｶﾗｲﾜｼ ｶﾗｲﾜｼ ｶﾗｲﾜｼ Elops hawaiensis 　 ● 　
121 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ ﾘｭｳｷｭｳﾄﾞﾛｸｲ Nematalosa come 　 ● 　
122 ﾄﾞﾛｸｲ Nematalosa japonica 　 ● 　
123 ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ ｶﾀﾞﾔｼ Gambusia affinis affinis ● 　 　
124 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ Liza cephalus cephalus 　 ● 　
125 ｾｽｼﾞﾎﾞﾗ Chelon affinis 　 ● 　
126 ｺﾎﾞﾗ Liza macrolepis 　 ● 　
127 ﾋｲﾗｷﾞ ｼﾏﾋｲﾗｷﾞ Leiognathus fasciatus 　 ● 　
128 ﾌｴﾀﾞｲ ﾆｾｸﾛﾎｼﾌｴﾀﾞｲ Lutjanus fulviflamma 　 ● 　
129 ｸﾛｻｷﾞ ﾂｯﾊﾟﾘｻｷﾞ Gerres acinaces 　 ● 　
130 ｱｼﾞ ｷﾞﾝｱﾒｱｼﾞ Caranx sexfasciatus 　 ● 　
131 ｶﾜｽｽﾞﾒ ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸﾃｨﾗﾋﾟｱ（ｶﾜｽｽﾞﾒ） Oreochromis mossambicus ● 　 　
132 ﾀｲ ﾐﾅﾐｸﾛﾀﾞｲ Acanthopagrus sivicolus 　 ● 　
133 ﾊｾﾞ ﾋﾒﾊｾﾞ Favonigobius gymnauchen 　 ● 　
134 ｲｽﾞﾐﾊｾﾞ Mugilogobius sp. ● 　 　
135 ﾄｶｹﾞﾊｾﾞ Scartelaos histophorus ●
136 ｱｲｺﾞ ｺﾞﾏｱｲｺﾞ Siganus guttatus 　 ● 　
137 ｶﾏｽ ｵﾆｶﾏｽ Sphyraena barracuda 　 ● 　
138 ﾌｸﾞ ﾌｸﾞ ｵｷﾅﾜﾌｸﾞ Chelonodon patoca 　 ● ●

出現種合計 21 89 55 1
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表2-3 泡瀬第一雨水幹線で確認された種一覧

表2-4 周辺海岸域で確認された貴重種一覧

番号 門 綱 目 科 種名 学名

泡
瀬
第
一
雨
水
幹
線

1 軟体動物 腹足 中腹足 ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾋﾒｳｽﾞﾗﾀﾏｷﾋﾞ Littoraria intermedia ●
2 ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ ﾀｲﾜﾝｶﾜﾆﾅ Thiara tuberculata formosana ●
3 基眼 ｵｶﾐﾐｶﾞｲ ｳﾗｼﾏﾐﾐｶﾞｲ Cassidula mustelina ●

4 ﾊﾏｼｲﾉﾐｶﾞｲ Melampus nuxeastaneus ●

5 節足動物 軟甲 等脚 ﾌﾅﾑｼ ﾘｭｳｷｭｳﾌﾅﾑｼ Ligidium ryukyuense ●

6 十脚 ﾔﾄﾞｶﾘ ﾂﾒﾅｶﾞﾖｺﾊﾞｻﾐ Clibanarius longitarsus ●
7 ｵｶｶﾞﾆ ﾐﾅﾐｵｶｶﾞﾆ Cardisoma carnifex ●
8 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Varuna litterata ●
9 ﾀｲﾜﾝｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Varuna yui ●
10 ﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ(ﾘｰﾁｱｼﾊﾗｶﾞﾆ) Helice leach ●
11 ｽﾅｶﾞﾆ ﾂﾉﾒﾁｺﾞｶﾞﾆ Tmethypocoelis ceratophora ●
12 ｵｷﾅﾜﾊｸｾﾝｼｵﾏﾈｷ Uca perplexa ●
13 脊椎動物 硬骨魚 ﾈｽﾞﾐｷﾞｽ ｻﾊﾞﾋｰ ｻﾊﾞﾋｰ Chanos chanos ●
14 ｽｽﾞｷ ﾎﾞﾗ ｾｽｼﾞﾎﾞﾗ Chelon affinis ●
15 ｺﾎﾞﾗ Liza macrolepis ●
16 ｶﾜｽｽﾞﾒ ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸﾃｨﾗﾋﾟｱ（ｶﾜｽｽﾞﾒ） Oreochromis mossambicus ●

出現種合計 16

＊Ｎ地点：小型底生動物調査地点

番号 門 綱 目 科 種名 学名 1996 2005

1 軟体動物 腹足 中腹足 ｳﾐﾆﾅ ｲﾎﾞｳﾐﾆﾅ Batillaria zonalis 準 　 ● ● 　
2 ﾄｳｶﾞﾀｶﾜﾆﾅ ｲﾎﾞｱﾔｶﾜﾆﾅ Thiara granifera 準 準 ● 　 　 　
3 ﾌﾄﾍﾅﾀﾘ ﾍﾅﾀﾘ Cerithidea cingulata 準 　 ● 　
4 ｶﾜｱｲ Cerithidea djadjariensis 準 　 ● 　
5 ｵﾆﾉﾂﾉｶﾞｲ ｶﾔﾉﾐｶﾆﾓﾘ(ｶｽﾘｶﾆﾓﾘ，ｱﾗﾚｶﾆﾓﾘ) Clypeomorus bifasciata 準 　 ● ●
6 ｺｹﾞﾂﾉﾌﾞｴ Cerithinm coralinm 準 　 ● 　
7 新腹足 ｱｸｷｶﾞｲ ﾖｳﾗｸﾚｲｼｶﾞｲﾀﾞﾏｼ Muricodrupa fiscella 準 　 　 ●

8 ﾑｼﾛｶﾞｲ ｶﾆﾉﾃﾑｼﾛ Pliarcularia bellula 準 　 ● ●

9 ﾋﾒｵﾘｲﾚﾑｼﾛ Niotha nodifer Ⅱ 　 ● 　
10 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾆｯｺｳｶﾞｲ ﾄｶﾞﾘﾕｳｼｵｶﾞｲ Moerella culter IB 　 ● 　
11 ｲﾁｮｳｼﾗﾄﾘ Pistris capsoides 準 　 ● 　
12 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｲｵｳﾊﾏｸﾞﾘ Pitar sulfreum 準 　 ● 　
13 ﾔｴﾔﾏｽﾀﾞﾚ Katelysia hiantina 準 　 　 ●
14 ｵｷｼｼﾞﾐ Cyclina sinensis IB 　 ● 　
15 節足動物 軟甲 十脚 ｵｶﾔﾄﾞｶﾘ ﾅｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita rugosus 国 ● ●
16 ﾑﾗｻｷｵｶﾔﾄﾞｶﾘ Coenobita purpureus 国 ●
17 ﾔﾜﾗｶﾞﾆ ｵｷﾅﾜﾔﾜﾗｶﾞﾆ Neorhychoplax okinawaensis 希少 Ⅱ 　 ● 　
18 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ｵｷﾅﾜﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Gaetice ungulatus 希少 　 　 ●
19 ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ ﾐﾅﾐｺﾒﾂｷｶﾞﾆ Mictyris brevidactylus 地域 　 ● ●
20 脊椎動物 硬骨魚 ﾆｼﾝ ﾆｼﾝ ﾄﾞﾛｸｲ Nematalosa japonica 準 　 ● 　
21 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ ﾄｶｹﾞﾊｾﾞ Scartelaos histophorus IA 危惧 IA ●

出現種合計 2 2 4 17 3 16 7 0

指定状況

沖縄県
国 環境省 L-4 L-5 L-6 Ｎ

注１．天然記念物：「文化財保護法」(昭和25年法律第214号)

 　　　 国→国指定天然記念物

　　　　ⅠA→絶滅危惧ⅠA類

注３．沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(1996年 沖縄県)

　　　　危急→危急種（該当無し）

注４．沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(2005年 沖縄県)

　　　　ⅠA→絶滅危惧IA類。沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。

注２．環境省：「改訂・絶滅のおそれのある野生生物｣(2000～2005年環境省）及び「無脊椎動物(昆虫・クモ類・甲殻類)
　　　のレッドリストの見直しについて」(2000年環境庁）

　　　　ⅠB→絶滅危惧ⅠB類（該当無し）

　　　　Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類 （該当無し）

　　　　準→準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種-現時点での絶滅危険度は小さいが､生息条件の変化によっては「絶滅危惧｣として上位ランクに移行する要素を有するもの）

　　　　地域個体群→地域的に孤立しており、地域レベルでの絶滅のおそれの高い個体群(該当無し)。

　　　　希少→希少種（現在のところ「絶滅危惧種」にも「危急種」にも該当しないが、生息条件の変化によって容易に上位のランクに移行するような要素（脆弱性）を
　　　　　　　有するもの）

  　 　 危惧→絶滅の危機に瀕しているもの

　　　　地域→絶滅のおそれのある地域個体群(該当無し)

　　　　ⅠB→絶滅危惧IB類。沖縄県ではIA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。

　　　　Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類。沖縄県では絶滅の危機が増大している種。

　　　　準→準絶滅危惧。沖縄県では存続基盤が脆弱な種。

　　　　地域→絶滅のおそれのある地域個体群(該当無し)

表2-5 泡瀬第一雨水幹線で確認された貴重種一覧

番号 門 綱 目 科 種名 学名 1996 2005

1 節足動物 軟甲 十脚 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ﾀｲﾜﾝｵｵﾋﾗｲｿｶﾞﾆ Varuna yui 準 ●

出現種合計 0 0 0 1 1

泡
瀬
第
一

雨
水
幹
線

指定状況

国 環境省
沖縄県

注１．天然記念物：「文化財保護法」(昭和25年法律第214号)

　(該当無し)

　(該当無し)

注３．沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(1996年 沖縄県)

　(該当無し)

注４．沖縄県：「沖縄県の絶滅のおそれのある野生生物―ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀおきなわ―｣(2005年 沖縄県)

　　　　ⅠA→絶滅危惧IA類。沖縄県では、ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。(該当無し)

　　　　地域→絶滅のおそれのある地域個体群(該当無し)

　　　　ⅠB→絶滅危惧IB類。沖縄県ではIA類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。(該当無し)

　　　　Ⅱ→絶滅危惧Ⅱ類。沖縄県では絶滅の危機が増大している種。(該当無し)

　　　　準→準絶滅危惧。沖縄県では存続基盤が脆弱な種。

注２．環境省：「改訂・絶滅のおそれのある野生生物｣(2000～2005年環境省）及び「無脊椎動物(昆虫・クモ類・甲殻類)
　　　のレッドリストの見直しについて」(2000年環境庁）
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ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ

旧塩田前干潟（L-６）

・旧塩田前干潟のテトラポット部分である飛沫帯で
　は、乾燥に強いﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ類、ｷﾊﾞｱﾏｶﾞｲ等の限られ
　た生物が確認された。
　干潟部においては底質の大部分は砂礫であり、ｲ
　ﾎﾞｳﾐﾆﾅ等のｳﾐﾆﾅ類や、ﾔﾄﾞｶﾘ類，ﾐﾅﾐﾍﾞﾆﾂｹｶﾞﾆ，ｶ
　ﾝｷﾞｸ等が広範囲で普通に見られた。
　また、砂礫中にはﾎ　ｿｽｼﾞｲﾅﾐｶﾞｲ，ｱﾗｽｼﾞｹﾏﾝｶﾞｲ等
　の埋在性二枚貝も確認された。

比屋根湿地前面干潟（L-５）

ヒメアサリ トカゲハゼ フタハオサガニ

泡瀬第一雨水幹線

　・石組み護岸部においては、ｵｶﾐﾐｶﾞｲ科、ｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科、ｸﾋﾞｷﾚｶﾞｲが確認
　　された。比屋根湿地前干潟では、砂泥質の干潟が広がっており、ﾌﾀﾊｵｻｶﾞﾆ，
　　ﾄｶｹﾞﾊｾﾞ等の砂泥の底質を好む生物が確認された。
　　また、所々に見られる転石には、ﾏﾙｱﾏｵﾌﾞﾈ等のｱﾏｵﾌﾞﾈｶﾞｲ科、ｼﾏﾍﾞｯｺｳﾊﾞｲ
　　等が確認された他、砂泥中には、ﾋﾒｱｻﾘ、ｵｷｼｼﾞﾐなどの埋在性の二枚貝が
　　確認された。

・泡瀬第一雨水幹線では、3面張りの構造
になっており、一様な環境であった。川
底には転石が僅かに点在していた。
雨水幹線出口付近には、砂浜が存在し、ｼ
ｵﾏﾈｷ類、ﾐﾅﾐｱｼﾊﾗｶﾞﾆ等が確認された。
幹線内においては、ｶﾜｽｽﾞﾒが優占してい
た。　

泡瀬第一雨水幹線

旧塩田前干潟（L-6）

比屋根湿地前干潟（L-5）

県総合運動公園内塩性湿地（L-4）

泡瀬海岸の水生動物(魚類、貝類、甲殻類、その他)の特徴

　泡瀬海岸周辺の干潟には、砂質、砂礫質、泥質等の様々な底質の場所が存在しており、環境ごとに出現す
る生物に違いが見られ、様々な生物が生息している。
　比屋根湿地の前面には、砂泥質の干潟が存在し、トカゲハゼ、イチョウシラトリ、オキシジミ等の泥質の
環境を好む生物が生息している。旧塩田前には砂礫質の干潟が存在し、アラスジケマンガイ、カンギク等が
見られる。この付近は満潮時に護岸直下まで水没し、大潮高潮線に見られるオカヤドカリ類やオカガニ類は
生息していない。塩性湿地では、ティラピア類やカダヤシ類が優占している。泡瀬第１雨水幹線は、コンク
リートにより3面張りの整備がされており、生物の生息環境に乏しく、また生活排水の流入のため汚濁が見
られ、生物の生息種数は少ない傾向にあった。
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図2-3　泡瀬海岸周辺における魚類・底生生物の出現状況
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